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都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 566 ha

平成 21 年度　～ 平成 25 年度 平成 21 年度　～ 平成 年度

目標

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

混雑度 Ｈ20 Ｈ25

戸 Ｈ20 Ｈ25

％ Ｈ20 Ｈ2560.3住環境に関する満足度 アンケート調査により居住環境整備に関する満足度を計測。 良好な居住環境整備により住民の満足度向上を図る。 57.9

1.42

建築戸数 本郷第一土地区画整理地内の住宅新築戸数を計測。 良好な居住環境の形成により地区内の建築戸数増加を図る。 132 290

渋滞率 旧幹線道路（町道第0103号線）の混雑率を計測。 広域的道路網の改善により混雑度の低下を図る。 2.03

安全・安心で利便性の高い居住・商業のバランスの取れた街並みを形成し、土地区画整理区域を中心とした更なる人口の定着を促進することが早急に求められている。
・圏央道の開通等によって交通量が急増している中、広域的道路ネットワークが構築されていないことや歩道未整備区間が多い影響で既存道路での渋滞や交通安全対策、またアクセスが悪いことから土地利用の活性化に支障をきたしている。
・当地区の活性化を図るため、良好な居住環境の供給など、定住化を促進する施設整備が望まれている。

【阿見町第５次総合計画】
・市街地形成
荒川本郷地区は、本町の荒川沖市街地を形成するための核となる地区であり、ＪＲ常磐線荒川沖駅や圏央道ＩＣを基点とする道路ネットワークにおいても重要な位置にある。本地区のまちづくりを推進する上でも、広域的な道路ネットワークを構築する観点
からも重要な位置付けをもつ都市計画道路荒川沖・寺子線等の都市施設について整備を推進する。また本郷第一地区の宅地利用増進を図るため、都市施設整備を推進し、良好な市街地の形成を目指す。
・道路、交通体系
東西市街地を連結し、本町の景観を配慮した景観形成道路としての役割を果たす都市軸道路の整備を進める。

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値

都道府県名 茨城県 阿見町 阿見西部地区

計画期間 交付期間 25

安全・安心で住みよい快適なまちづくり
・交通の利便性や安全性、歩行環境の向上を図り、だれもが住みたくなるような魅力あるまちづくりをめざす。
・良好な住環境を形成し、市街地としての魅力を高めることで定着人口の増加をめざす。

　本地区は阿見町の西部に位置し、JR常磐線荒川沖駅や首都圏中央連絡自動車道牛久・阿見ICに近接するなどの立地条件に恵まれた地域であり、住居系が主体の既存市街地と、本郷第一地区土地区画整理区域を中心とした商業及び居住を担う新市
街地との融合による調和の取れたまちづくりを進めている地区である。
　これまでの本地区は、都市基盤の骨格となる幹線道路が未整備であることから、まちづくりの推進に支障をきたしていたが、平成１６年度に着手したまちづくり交付金事業によって新市街地区域の都市計画道路を整備し、道路網の一部を構築する効果で
交通機能の向上を図ってきた。
　しかし、広域的道路網が確立されていない状況の中、圏央道インターチェンジの開通等に伴う交通量の増加によって、依然幹線道路では渋滞が発生しており、その他の生活道路についても狭小な未整備路線が多いことから、安全性が確保できないなど
の交通問題によって、日常的な住民生活に支障をきたしている。また、本地区は居住・商業空間を担う中心市街地の位置付けにありながら、アクセスが弱いことが要因となって、新たな定住の促進や商業施設の充実など、まちづくりの活性化に大きな影響
を及ぼしている状況にある。



都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

その他

方針に合致する主要な事業
交通の利便性や安全性、歩行環境の向上による安全で住みよいまちづくり
・広域的道路網を構築し、交通混雑の解消やアクセスの強化による快適性・利便性の向上を図る。
・幹線道路の歩道整備や既存の生活道路を拡幅することにより、歩行者・自転車の安全性の向上を図る。

○基幹事業
・道路事業　都市計画道路荒川沖・寺子線
・道路事業　町道第1054号線他6（道路修繕）
提案事業
・事業活用調査　事業効果分析調査

良好な住環境の形成によるバランスの取れたまちづくり
・土地区画整理区域を中心とした良好で質の高い都市基盤の構築及び生活道路や都市施設の整備により、商業施設の増進や定着人口の増加を図る。
・防災性や防犯対策に優れた安全で快適なまちづくりにより、豊かな住民生活の向上を図る。

○基幹事業
・道路事業　町道第1011号線他11（道路改築）
・道路事業　町道第1054号線他6（道路修繕）
・土地区画整理事業　本郷第一地区
・高次都市施設　コミュニティーセンター駐車場整備事業
○提案事業
・地域創造支援事業　町界町名地番整理事業
・地域創造支援事業　公共施設等情報板設置事業
・地域創造支援事業　防犯カメラ設置事業
・事業活用調査　事業効果分析調査

○良好な街並み形成の推進
当地区の核となる都市計画道路荒川沖・寺子線を景観形成道路として指定しており、地域と一体となった良好な街並み形成を誘導するため、景観審議会により沿道景観形成基準を定めていく。また、今後の当地区におけるまちづくりを総合
的・計画的に実施していくため荒川本郷地区まちづくり検討委員会を継続的に実施していく。



交付対象事業等一覧表

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

道路 阿見町 直 Ｌ＝715ｍ 平成21年度 平成25年度 平成21年度 平成25年度 755 755 755 755

阿見町 直 Ｌ＝2,090ｍ 平成21年度 平成25年度 平成21年度 平成25年度 212 212 212 212

阿見町 直 Ｌ＝2,830ｍ 平成21年度 平成25年度 平成21年度 平成25年度 131 131 131 131

公園

河川

下水道

駐車場有効利用システム －

地域生活基盤施設 －

高質空間形成施設 －

高次都市施設 阿見町 直 － 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 153 153 153 153

既存建造物活用事業 －

土地区画整理事業 阿見町 直 Ａ＝53.7ｈａ 平成13年度 平成23年度 平成21年度 平成23年度 960 244 244 244

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

地区再開発事業

バリアフリー環境整備促進事業

優良建築物等整備事業

拠点開発型

沿道等整備型

密集住宅市街地整備型

耐震改修促進型

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

合計 2,211 1,495 1,495 1,495 …A

提案事業
（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費
阿見町 直 53.7ha 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 12 12 12 12

阿見町 直 5基 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 9 9 9 9

阿見町 直 8台 平成21年度 平成22年度 平成21年度 平成22年度 4 4 4 4

阿見町 直 － 平成23年度 平成25年度 平成23年度 平成25年度 5 5 5 5

－

－ 0

－ 0

合計 30 30 30 30 …B
合計(A+B) 1,525

（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度
阿見町 国土交通省 Ａ＝53.7ｈａ ○ 平成6年度 平成23年度 8,240

阿見町・土浦市 国土交通省 Ｌ＝300ｍ ○ 平成8年度 平成15年度 1,588

阿見町 国土交通省 Ａ＝13.1ｈａ ○ 平成16年度 平成23年度 1,910

阿見町 国土交通省 Ｌ＝700ｍ ○ 平成18年度 平成19年度 1,105

合計 12,843

交付対象事業費 1,525 交付限度額

事業
細項目

事業主体事業箇所名

610 国費率 0.4

うち民負担分

0

0

うち民負担分
交付期間内事業期間

規模直／間

都市計画道路荒川沖・寺子線

－

－

－

－

規模

－

－事業効果分析調査事業活用調
査

まちづくり活
動推進事業

事業

土地区画整理事業

事業期間（いずれかに○）

荒川本郷地区調整池整備

本郷第一地区

事業主体

下水道事業

地域創造
支援事業

本郷第一地区

朝日中学校他1

公共施設等情報板設置

防犯カメラ設置

－

（参考）事業期間

町道第1011号線他11（道路改築）

町道第1054号線他6（道路修繕）

本郷第一地区

－

全体事業費

町界町名地番整理

街路事業

下水道事業

－

住宅市街地
総合整備
事業

交付期間内事業期間
規模事業主体 直／間事業箇所名事業

（参考）事業期間
細項目

所管省庁名

都市計画道路荒川沖・寺子線

事業箇所名

荒川本郷地区雨水幹線整備



都市再生整備計画の区域
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阿見町役場
JR荒川沖駅

首都圏中央連絡自動車道
牛久阿見IC

阿見西部地区（茨城県　阿見町） 面積 566ha 区域 阿見町荒川沖・荒川本郷・うずら野・実穀の一部



渋滞率 （混雑度） 2.03 （20年度） → 1.42 （25年度）

建築戸数 （戸） 132 （20年度） → 290 （25年度）

住環境に関する満足度 （％） 57.9 （20年度） → 60.3 （25年度）

　阿見西部地区（茨城県阿見町）　整備方針概要図

目標
安全・安心な住みよい快適なまちづくり

・交通の利便性や安全性、歩行環境の向上を図り、だれもが住みたくなるような魅力あるまちづくりめざす。

・良好な住環境を形成し、市街地としての魅力を高めることで定着人口の増加をめざす。

代表的な

指標

０　　　　　　　　　５００
ＪＲ荒川沖駅

■基幹事業　Ｈ23

高次都市施設

（コミュニティーセンター駐車場整備）

□提案事業　Ｈ21～22

地域創造支援事業

（防犯カメラ設置）

○関連事業　Ｈ6～23

土地区画整理事業

（本郷第一地区）

○関連事業　Ｈ8～15

街路事業

（荒川沖・寺子線）

○関連事業　Ｈ18～19

下水道事業

（雨水幹線整備）

○関連事業　Ｈ16～23

下水道事業

（調整池整備）

■基幹事業　Ｈ21～25

道路事業

（町道第1054号線外6道路修繕）

■基幹事業Ｈ21～25

道路事業

（町道第1011号線外11道路改築）

□提案事業　Ｈ23～25

事業活用調査

（事業効果分析調査）

□提案事業　Ｈ21

地域創造支援事業

（公共施設等情報板設置）

■基幹事業　Ｈ21～25

道路事業

（荒川沖・寺子線）

■基幹事業　Ｈ21～23

土地区画整理事業

（本郷第一地区）

□提案事業　Ｈ23

地域創造支援事業

（町界町名地番整理）
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